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 好気性生物 は酸素の持つ強い化学反応力を利用 して
様 々な代謝反応を行い,そ の結果得 られるエネルギー
を利用 して生命活動を営んでいる。酸素は,こ のよう
に生物にとって有用な物質であるが,反 面,そ の反応
性の高 さに由来する毒性によって生体 に障害をもた ら
す。酸素障害の作用分子種 は活性酸素 と呼ばれ,生 体
内における酸化還元反応の副産物 として生 じる。多 く
の生命現象は,酸 素の利用 とその反応の副産物 として
生 じた活性酸素の消去とい う微妙なバ ランスの上に成
り立 っているが,ひ とたびそのバランスが崩れると余




て きた。さらに,こ れ らの防御機構を くぐり抜けて生
じた活性酸素による障害に対する修復系,再 生系を も
備えている(図1)。 しかし,そ れで も標的分子(脂 質,




できるが,中 で もDNAに 与える損傷は,長 期 にわた




能性がある。ここでは,種 々の化合物か ら生 じる活性
酸素のDNA損 傷作用 と,こ れ らの 損傷が生体 内で
修復される際に導入される変異について考えてみたい。
1.活 性酸 素について
 酸素分子は,結 合や反応に関与する2P軌 道のうち
エネルギーレベルの等 しい反結合性軌道(2Pπ 。*,2P・
πy*)に同 じ向きのス ピンを持 った 電子 が1つ ずつ入












高い分子種にすることが必要であ り,こ れ らの分子種
をまとめて活性酸素 と呼ぶ。
 活性酸素は様々な要因で生 じるが,食 品成分や生体
成分の自分酸化によっても生成する。例えば,リ ノー
ル酸や リノレン酸のような多価不飽和脂肪酸は空気中
の分子状酸素によ って容易に酸化 され,そ の後非酵素
的に進 む 自動酸化 に よって,い ろいろな 過酸化物を
生 じる。 この ように して 生 じた 有機分子の過酸化物




 活性酸素の中で もっとも反応性 が高 く生物にとって
有害であると考え られているのは,ヒ ドロキシルラジ
カルである。ヒ ドロキシル ラジカルは,過 酸化水素を
鉄などの遷移金属イオンで還元することにより生成す
る。この分子種 は,DNA鎖 を切断 し,ま た, DNAを
構成する4種 の塩基のうちグアニ ンに損傷を与える。
DNAは,決 して反応性の高い有機物ではないが,ヒ






















































3) 過酸化水素による DNA損傷作用に対する金? ?
?
???







































































イじ il- 物 属
l効果なし効果あり
過酸化脂質| Cu2+ KI， CAT 安息香酸
アスコルビン酸 Cu2+ Py.Pu KI， CAT 安息香酸
過酸化水素 Cu2+ Py-Pu KI， CAT 安息香酸
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